










　
さ
ら
に
出
入
り
口
が
道
路
よ

り
も
か
な
り
高
い
た
め
、
急
な

坂
道
に
な
っ
て
い
る
。
だ
か
ら

冬
に
は
、
車
庫
前
ア
プ
ロ
ー
チ

で
の
車
両
の
点
検
や
、
緊
急
出

動
の
後
始
末
は
大
変
な
よ
う
で
、

た
び
た
び
氷
の
上
で
す
べ
る
ら

し
い
。
し
か
も
、
歩
道
と
の
壁

は
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
建
て
替
え
の
財
源
は
、
お
り

し
も
「
過
疎
債
」
が
延
長
し
た

の
で
、
五
年
の
借
用
計
画
で
、

十
二
年
の
返
済
期
限
や
、
国
の

耐
震
対
策
の
補
助
金
な
ど
を
活

用
し
な
が
ら
、
早
急
に
消
防
の

建
て
替
え
を
す
べ
き
だ
と
思
う

が
。

　
ち
な
み
に
、
秩
父
別
町
は
来

年
、
消
防
施
設
の
建
て
替
え
基

本
計
画
に
入
る
よ
う
で
す
。

　

消
防
署
の
耐
震
化

の
工
事
は
、
近
年
の

う
ち
に
や
り
た
い
。

　

さ
ら
に
消
防
団
長
か
ら
も
多

く
の
問
題
点
を
聞
い
て
い
る
。

　

私
も
必
要
だ
と
思
う
の
は
、

「
防
災
の
備
蓄
」、「
備
蓄
の
備

品
庫
」、「
消
防
の
訓
練
す
る
場

所
」
で
す
。

　

現
在
、
沼
田
町
の
整
備
計
画

『
土
地
利
用
マ
ス
タ
ー
・
プ
ラ

ン
』
を
検
討
し
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
も
項
目
に
入
れ
た
い
。
そ

れ
を
踏
ま
え
て
の
大
型
化
へ
の

建
て
替
え
や
、
整
備
は
財
政
状

況
を
見
な
が
ら
解
決
し
て
い
き

た
い
。

問
　
町
長
は
危
険
な
空
き
家

対
策
は
「
条
例
を
改
正
し

て
も
全
て
の
問
題
は
解
決
し
な

い
」
と
言
う
が
、
町
長
の
条
例

に
対
す
る
政
治
思
想
が
間
違
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
確
か
に
町
長
が
言
う
よ
う
に
、

条
例
は
何
で
も
で
き
る
魔
法
の

ツ
エ
で
は
な
い
。
し
か
し
、
行

政
が
で
き
な
い
こ
と
、
議
員
が

な
か
な
か
腰
を
上
げ
な
い
こ
と

を
後
押
し
す
る
ツ
エ
が
条
例
だ
。

仮
に
条
例
が
無
く
て
も
対
策
を

し
な
い
の
で
は
、「
条
例
は
役

に
立
た
な
い
」
は
言
い
訳
に
も

な
ら
な
い
。

　
緊
急
の
課
題
は
、
ま
さ
に
町

長
室
か
ら
見
え
る
倒
壊
の
恐
れ

の
あ
る
空
き
家
だ
。
二
階
の
窓

ガ
ラ
ス
は
傾
い
て
落

ち
そ
う
で
、
こ
の
下

に
子
供
が
い
た
ら
ど

う
な
る
か
？
ま
た
裏

側
は
崩
壊
し
て
自
由
に
中
に
入

れ
る
。

　
確
か
に
町
の
財
産
で
無
償
で

の
解
体
を
無
条
件
で
行
う
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

「
道
路
に
倒
壊
」、「
人
身
事
故
」、

「
隣
の
家
が
被
害
」
な
ど
の
危

険
を
条
件
に
付
け
る
の
が
条
例

だ
。
そ
し
て
条
件
に
あ
っ
た
家

を
土
地
付
き
で
町
が
寄
付
し
て

も
ら
い
、解
体
し
て
は
ど
う
か
。

　

役
場
前
の
空
き
家

は
平
成
十
七
年
か
ら

持
ち
主
と
話
し
合
い
を
し
て
い

る
が
、
現
在
は
居
場
所
が
分
か

ら
な
い
。
だ
か
ら
本
人
の
了
解

な
し
に
壊
せ
な
い
の
で
、
危
険

が
及
ば
な
い
方
策
や
、
中
に
入

ら
な
い
策
を
講
じ
た
い
。

　

ま
た
家
を
壊
す
だ
け
で
は
人

口
が
流
出
す
る
の
で
、
解
体
後

に
新
築
す
る
条
件
を
付
け
て
、

解
体
と
新
築
に
、
そ
れ
ぞ
れ
何

十
万
円
か
ず
つ
町
か
ら
補
助
金

を
出
す
こ
と
を
検
討
し
た
い
。

　

さ
ら
に
こ
の
冬
の
前
に
町
内

の
家
屋
や
、
屋
根
な
ど
の
危
険

や
老
朽
化
の
調
査
を
再
度
行
う
。
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問
　
消
防
の
車
庫
は
、
あ
ま

り
に
も
、
せ
ま
す
ぎ
る
。 

近
年
、
消
防
車
の
入
れ
替
え
を

進
め
て
き
た
こ
と
は
評
価
す
る

が
、
そ
れ
ら
は
非
常
に
大
き
い

車
両
で
す
。
車
両
の
出
入
り
を

ス
ム
ー
ズ
に
す
る
た
め
に
、
入

り
口
の
柱
を
細
く
改
修
し
た
ぐ

ら
い
で
す
。
そ
れ
で
も
中
の
広

さ
は
変
わ
ら
な
い
。
緊
急
出
動

で
、
隣
り
合
わ
せ
の
車
両
の
ド

ア
を
思
い
っ
き
り
、
い
っ
せ
い

に
開
け
る
こ
と
す
ら
で
き
ま
せ

ん
。

渡辺敏昭
議員

消
防
を
建
て
替
え
︑大
型
化
し
て
は

整
備
計
画
の
検
討
項
目
に
入
れ
る

問答

倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る
空
き
家
対
策
は

危
険
が
及
ば
な
い
策
と
調
査
を
行
う

問答

久
保
元
宏
議
員
︑そ
の
ほ
か
の
質
問
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答
現
状
、正
職
員
の
充
足
に
問
題
は
無
い

久保元宏
議員

　1960年代の高度経済成
長で急激に起こった都会
への人口流出の対策に
1970年に国が制定。返済
の70％を国の補助金で埋
められるのも利点。

過疎債（かそさい）

窓ガラスは
後日ついに落下した

6月26日 消防署を視察

確かに車庫は、
せますぎかも

窓枠から外れている



問　
沼
田
町
の
基
幹
産
業
で

あ
る
農
業
を
取
り
巻
く
環

境
や
国
の
政
策
、
技
術
な
ど
が

常
に
変
化
し
、
農
業
者
へ
の
総

合
的
な
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
で
す
。 

そ
こ
で
農
業
の
情
報
を
一
元
で

管
理
し
、
そ
こ
へ
農
業
者
が
行

け
ば
栽
培
か
ら
経
営
な
ど
全
て

の
指
導
が
受
け
ら
れ
る
総
合
セ

ン
タ
ー
を
新
築
す
る
べ
き
で
す
。

　
た
と
え
ば
、「
む
か
わ
町
農

業
セ
ン
タ
ー
」
は
農
地
の
移
動

と
、
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、
耕
作

不
要
地
の
対
策
に
も
な
っ
て
い

る
な
ど
、
一
カ
所
で
農
業
の
全

て
の
用
事
を
済
ま
す
こ
と
が
で

き
る
。
こ
こ
へ
議
会
で
視
察
に

行
っ
た
が
、「
な
ぜ
沼
田
町
は
気

が
付
か
な
か
っ
た
の
か
？
」
と

思
う
ほ
ど
良
い
勉
強
に
な
っ
た
。

　

そ
の
議
会
の
報
告

を
受
け
て
、
役
場
の

職
員
も
同
様
の
事
例
の
町
へ
視

察
に
行
き
、
ど
う
い
う
形
が
い

い
か
内
部
で
検
討
中
で
す
。

　

こ
の
秋
以
降
は
、
北
い
ぶ
き

農
協
、
農
業
委
員
会
な
ど
の
関

係
者
と
意
見
交
換
を
行
う
。

　

沼
田
町
の
農
業
を
さ
ら
に
発

展
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
の
施
策

は
必
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

�

上
野
敏
夫 

議
員

問
　
教
育
委
員
会
は
「
学
習

サ
ポ
ー
ト
」
制
度
を
行
う

な
ど
、
沼
田
町
の
子
供
に
学
習

意
欲
を
持
た
せ
、
レ
ベ
ル
を
上

げ
る
こ
と
に
熱
心
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
。

　
そ
れ
な
ら
ば
、
一
歩
進
め
て

大
学
へ
進
学
す
る
時
の
奨
学
金

を
、
親
の
所
得
に
関
係
な
く
、

借
り
た
い
子
供
の
全
員
に
貸
し

て
は
い
か
が
か
。

　
現
在
は
大
学
に
入
学
し
て「
お

め
で
と
う
」と
言
っ
た
途
端
に
、

国
立
で
は
百
七
十
四
万
円
、
私

立
で
約
二
百
万
円
か
か
る
。
ゆ

う
ち
ょ
銀
行
の
奨
学
金
で
は
全

然
足
り
な
い
。
国
の
育
英
資
金

の
ほ
か
に
も
町
で
手
厚
く
し
て

ほ
し
い
。
お
金
で
子
供
の
夢
が

絶
た
れ
る
町
に
し
て
ほ
し
く
な

い
。

　
さ
ら
に
沼
田
町
は
日
本
で
初

め
て
、
授
業
料
や
教
科
書
を
町

が
負
担
し
て
は
い
か
が
か
。

生
沼
教
育
長
　

全
員
に
お

金
を
貸
す
の

は
、
無
審
査
か
つ
無
利
子
に
な

る
。
現
在
は
大
学
の
奨
学
金
の

枠
は
二
つ
で
、
月
三
万
円
を
貸

し
て
い
る
が
、
全
学
費
を
貸
す

な
ら
一
人
増
え
る
ご
と
に
一
千

万
円
が
必
要
に
な
る
。

　

必
要
性
は
認
識
す
る
の
で
、

ど
こ
ま
で
で
き
る
か
検
討
す
る
。

上野敏夫
議員
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農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
を
新
築
し
て
は

必
要
な
の
で
、関
係
者
と
協
議
す
る

問答

全
て
の
子
供
に
奨
学
金
を
出
し
て
は

必
要
性
は
認
識
す
る
が
財
政
が
課
題

問答

努力の向こうに、未来がある!

　町と農協の職員のスクラム
により、農業振興計画の企
画・調整および推進を図る。
農業センターには、町農政課、
農業委員会、ＪＡ農業振興部
の事務所がある。
▶総事業費 
　２億５千万円（補助金１億円）
▶補助事業 
　農業農村活性化農業構造改善
▶工　　期 
　1993年7月12日～12月30日
▶構　　造 
　鉄骨 １部２階建� 727.42㎡

むかわ町農業センター

教
育
長
へ
の
一般
質
問

沼中は、高卒後も進学を希望する生徒が多い

今回の定例議会の傍聴者は、13名でした。
みなさまの傍聴を待っています。お気軽に、いらして下さい♪

議員の迫力ある質問
もあって、期待が持
てました。

議会への傍聴は、町
民として当然です。
仕事の合間を見なが
ら、少しの時間だけ
でも、なるべく来る
ようにしています。

傍聴席の生の声 傍聴席の生の声
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当
町
の
議
会
か
ら
津
川
副
議

長
が
団
長
と
し
て
、
ま
た
、
鵜

野
議
員
が
団
員
と
し
て
、
深
川

市
、
妹
背
牛
町
、
秩
父
別
町
、

北
竜
町
か
ら
総
勢
十
名
で
中
央

要
望
活
動
を
行
っ
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　

要
望
の
内
容
は

①
「
農
業
・
農
村
の
整
備
事
業

の
予
算
確
保
」

②
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
交
渉
参
加
反

対
」

③
「
地
域
医
療
体
制
の
充
実
」

で
我
々
地
域
経
済
が
抱
え
る

問
題
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

小
平
忠
正
議
員
に
要
望
書
の

提
出
後
、
国
政
報
告
を
う
け
ま

し
た
。

　

そ
の
中
で
、
野
田
総
理
は
増

税
で
名
は
残
る
が
民
主
党
を
無

く
し
た
人
物
と
も
い
わ
れ
る
か

も
し
れ
な
い
。
次
期
選
挙
の
厳

し
さ
を
感
じ
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
稲
津
・
徳
永
・
伊

達
・
長
谷
川
・
紙
の
各
議
員
に

要
望
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
他
、
総
務
省
、
農
水
省

と
の
意
見
交
換
を
行
い
、
地
方

で
の
医
師
不
足
、
区
画
整
備
事

業
の
予
算
確
保
な
ど
に
つ
い
て

議
論
し
ま
し
た
。

　

歌
志
内
市
に

て
中
・
北
空
知
廃
棄

物
処
理
施
設
の
視
察

を
し
ま
し
た
。
三
地

区
組
合
の
可
燃
ゴ
ミ

が
処
理
さ
れ
ま
す
。

現
在
工
事
は
九
十
パ

ー
セ
ン
ト
進
ん
で
い

る
そ
う
で
す
。

　

来
年
四
月
か
ら
沼

田
の
ゴ
ミ
も
こ
こ
で

処
理
さ
れ
ま
す
。

北 空 知 議 会 議 長
連絡協議会中央要望

８月７日～８月９日

議
員
セ
ミ
ナ
ー
十
月
十
七
日

小平忠正代議士（現大臣）との懇談

中野博子農水大臣政務官との懇談

ソーラー及び操作板の説明を受けています

　

北
竜
町
に
て
有
害
鳥
獣
駆

除
対
策
の
シ
カ
の
防
護
柵
の
導

入
・
設
置
に
つ
い
て
施
工
業
者
の

説
明
を
頂
き
、
そ
の
後
現
地
設
置

状
況
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
十
六

万
円
で
地
元
負
担
が
六
割
程
だ
そ

う
で
す
。

3月の完成が待たれます

施設の説明を受けています
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まちづくり調査特別委員会
羅臼町 弟子屈町 病院の取組を視察

8月29日～8月30日

　

羅
臼
町
役
場
に
於
い
て
、

病
院
か
ら
診
療
所
に
転
換
し
た

経
緯
に
つ
い
て
説
明
を
頂
き
ま

し
た
。

　

平
成
十
九
年
に
医
師
不
足
、

看
護
師
の
退
職
、
不
採
算
部
門

に
よ
る
経
営
悪
化
が
深
刻
化
、

こ
の
時
、
看
護
師
不
足
で
救
急

の
停
止
や
入
院
病
棟
の
休
止
と

な
り
ま
し
た
。　

　

不
良
債
務
が
六
億
五
千
万
に

達
し
、
平
成
二
十
年
に
四
十
八

床
の
病
院
か
ら
十
九
床
の
診
療

所
に
転
換
す
る
も
状
況
は
改
善

せ
ず
多
額
の
繰
入
金
は
継
続
さ

れ
た
が
、
議
員
定
数
の
削
減
、

報
酬
の
減
額
、
職
員
給
料
の
十

パ
ー
セ
ン
ト
減
額
等
で
、
平
成

二
十
・
二
十
一
年
度
で
不
良
債

務
を
解
消
し
た
。

　

診
療
所
の
在
り
方
の
検
討
に

お
い
て
、
町
民
検
討
会
議
、
経

営
診
断
、職
員
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

議
会
特
別
委
員
会
等
数
多
く
開

催
し
て
い
く
中
、
民
間
の
医
療

法
人
と
指
定
管
理
者
制
度
導
入

に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
が
始

ま
り
、
平
成
二
十
四
年
七
月
に

孝
仁
会
に
よ
る
診
療
所
が
運
用

開
始
さ
れ
た
。

羅
臼
町
国
民
健
康
保
険

診
療
所

　

平
成
二
十
四
年
十
月
完
成
予

定
で
総
事
業
費
十
億
円
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
地
上
三
階
、
地

下
一
階
で
病
床
数
は
十
四
床
、

他
に
透
析
用
で
三
床
︵
現
在
準

備
中
︶
診
療
科
目
は
、
内
科
・

外
科
・
小
児
科
と
し
て
い
る
が
、

専
門
外
来
で
脳
神
経
外
科
・
循

環
器
内
科
・
整
形
外
科
・
皮
膚

科
・
消
化
器
科
・
婦
人
科
・
の

診
療
も
月
一
回
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
七
月
よ
り
指

定
管
理
者
に
よ
る
二
十
四
時
間

救
急
受
入
も
再
開
し
て
い
る
。

　

弟
子
屈
町
で
は
昭
和
十

九
年
よ
り
地
域
医
療
を
担
っ
て

い
た
「
国
立
弟
子
屈
病
院
」
が

厚
生
省
の
国
立
病
院
再
編
計
画

で
経
営
移
譲
の
対
象
に
な
り
平

成
八
年
、
移
譲
を
前
提
に
検
討

し
た
が
条
件
が
合
わ
ず
、
平
成

十
一
年
Ｊ
Ａ
厚
生
連
に
管
理
委

託
の
要
請
を
し
、
翌
十
二
年
九

月
厚
生
連
理
事
会
で
新
病
院
の

開
設
が
決
議
さ
れ
た
。

平
成
十
五
年
三
月
「
摩
周
厚
生

病
院
」
と
し
て
開
院
さ
れ
た
。

　

総
事
業
費
約
三
十
六
億
円
で

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
階
建
、

一
般
病
棟
五
十
五
床
、
療
養
型

四
十
四
床
、診
療
科
目
は
内
科
、

外
科
、
整
形
外
科
、
小
児
科
で
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
人
口
透
析
装
置
を
備

え
て
い
ま
す
。

　

一
時
救
急
医
療
の
二
十
四
時

間
対
応
と
共
に
、
町
立
の
特
養

ホ
ー
ム
が
厚
生
連
へ
移
譲
と
な

り
、
こ
れ
は
全
国
初
の
事
だ
そ

う
で
す
。

　

温
泉
を
使
っ
た
リ
ハ
ビ
リ
施

設
も
あ
り
、
と
て
も
施
設
、
設

備
充
実
し
た
病
院
で
し
た
。

病
院
か
ら
診
療
所
へ

老
人
ホ
ー
ム
と
病
院
が
合
体
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「
議
会
広
報
」

二
〇
一
二
年
十
月
二
十
五
日
発
行　

発
行
者　

沼
田
町
議
会　
〒
０
７
８
―
２
２
０
２　

北
海
道
雨
竜
郡
沼
田
町　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
１
６
４
―

３
５
―

２
１
１
７

　「沼田町といえば」と言われて何を思い浮かべる
でしょうか。夜高あんどん・ライスファクトリー・
幌新温泉などなどこれらは町民が知恵を出し合って
作り上げてきたものです。かつて炭鉱の町として人
口も多く、人が人を呼ぶ時代がありました。しかし
産業構造の変化とともに次第に人口が減った時々で
「今のままではいけない」という危機感から新しい
ものが生まれてきました。これからも前向きに考え
る姿勢は沼田町の伝統として引き継がれるものだろ
うと思います。
　よく「沼田の基幹産業は農業です」といわれます。
現在人口約3500人の小さな町に184戸の農家が営農
していますが、田んぼや畑の作付面積はほとんど変
わっていません。沼田町はスムーズな形で農地をバ
トンタッチしながら現在の農地を守ってきました。
　その結果、水田の一戸あたりの経営面積は北海道
で一番といわれています。今の沼田の農業は農家だ
けでなく各関係機関はもちろんですが、沼田町のみ
んなで作り上げてきたものであることは間違いあり
ません。
　ただ決して今の農業の形はベストであるとは言い
切れません。農業だけでなく高齢化、担い手不足、
人口の減少と取り巻く環境は田舎の小さな町村は何
処も同じ問題を抱えています。今一度沼田らしさを
発揮しなければなりません。
　意欲を持って農業を考えてくれる新しい農業人が
沼田で働いています。魅力ある町民がいれば新しい
町民も増えてくる。新しいものを作り上げてきた沼
田町は新しい人を招くことができる町としてまた一
歩前へ進むことが出来ればいいなと思います。

沼田町農業委員会 会長� 山 岡 禎 弘

広
報
特
別
委
員

中
村
保
夫
　
長
原
　
誠

鵜
野
範
之
　
久
保
元
宏

　

最
近
、
驚
い
た
事
の
一
つ
に

「
国
語
に
関
す
る
世
論
調
査
」

で
事
実
上
の
誤
用
の
割
合
が
本

来
の
使
い
方
を
上
回
っ
た
事
が

あ
り
ま
す
。

　
「
に
や
け
る
」
を
本
来
の
「
な

よ
な
よ
と
し
て
い
る
」
と
い
う

意
味
で
使
っ
て
い
る
人
十
五
％

だ
っ
た
の
に
対
し
、「
薄
笑
い

を
浮
か
べ
て
い
る
」
と
答
え
た

人
は
七
十
七
％
、「
う
が
っ
た

見
方
を
す
る
」
を
本
来
の
「
物

事
の
本
質
を
捉
え
る
」
が
二
六

％
「
疑
っ
て
掛
か
る
」
が
四
八

％
と
誤
用
が
市
民
権
を
得
て
い

ま
す
。

　

正
し
い
日
本
語
か
ど
う
か
よ

り
、
周
囲
と
衝
突
し
な
い
言
葉

を
選
ぶ
こ
と
を
重
視
し
て
い
る

よ
う
で
す
。
多
数
派
に
支
持
さ

れ
な
い
言
葉
の
使
い
方
は
や
が

て
消
え
て
い
き
ま
す
。

　

で
も
あ
る
言
葉
の
使
い
方
が

ど
う
し
て
も
「
許
せ
な
い
」
場

合
、
た
と
え
少
数
派
に
な
ろ
う

と
も
そ
の
使
い
方
を
拒
否
す
る

権
利
は
誰
に
で
も
あ
る
と
思
い

ま
す
。 あ

と
が
き

　

北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
に

よ
る
議
会
広
報
研
修
会
が
札
幌

で
行
わ
れ
、
広
報
特
別
委
員
四

名
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
ジ
ェ
イ
ク
リ
エ
イ
ト

の
城
市
創
氏
に
よ
り
、「
親
し

ま
れ
る
議
会
広
報
づ
く
り
」
に

つ
い
て
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

　

発
行
の
意
義
は
、
◎
住
民
の

関
心
・
意
識
の
高
ま
り
に
こ
た

え
る　

◎
よ
り
住
民
に
近
い
議

会
を
実
現
す
る　

◎
議
会
の
幅

広
い
活
動
を
理
解
し
て
も
ら
う
、

そ
の
た
め
に「
報
告
」よ
り「
議

論
」
を
重
視
し
た
り
、
よ
り
住

民
の
立
場
に
立
つ
て
編
集
す
る

事
の
必
要
性
と
、
編
集
の
「
原

点
」
は
あ
く
ま
で
も
住
民
に
伝

え
た
い
こ
と
は
何
か
、
知
り
た

い
こ
と
は
何
か
、
ど
う
読
み
感

じ
る
か
を
つ
ね
に
考
え
作
業
を

進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
な

ど
、
実
際
の
広
報
誌
を
例
示
し

な
が
ら
の
講
演
を
受
け
ま
し
た
。

一歩前に

　

大
空
町
広
報
編
集
特
別
委
員

会
の
松
田
委
員
長
以
下
五
名
の

皆
さ
ま
が
来
町
し
沼
田
町
議
会

広
報
の
研
修
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
空
町
議
会
会
報
は
事
務
局

が
主
体
と
な
っ
て
の
編
集
で
す

が
、
沼
田
の
議
会
広
報
は
議
員

が
自
ら
編
集
し
て
い
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
熱
心
に
研
修
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

大
空
町
議
会

広
報
委
員
会
が
来
町

議
会
広
報
研
修
会

�

八
月
二
十
三
日

�

八
月
二
十
二
日


